
医療機関における電波の安全な利用のため、総務省が支援します

 総務省北海道総合通信局では、医療機関における安全な電波利用の実現を目的に、「ハンズオン支援」
（専門家派遣等を通じた人的支援）を実施しています。

 具体的には、電波利用に関し課題をお持ちの医療機関や臨床工学技士等を養成する教育機関、学会の会
合などに、電波環境の測定やアドバイス、講演等を行う専門家を無償で派遣しています。

 「ハンズオン支援」をご希望の場合は、「ハンズオン支援申込要領」をご確認の上、メールによりお申し込みく
ださい。

例② 専門学校へ派遣 例③ イベントへ派遣

専門家チーム

メーカ

臨床工学技士等医療関係者

大学教授

派遣先が希望する支援分野
や支援内容に応じて専門家
を派遣

病院や一般診療所の医療機関へ、個
別に専門家を派遣し、ヒアリングの
上必要な改善策を提案。

簡易なスペアナ等がある場合、それ
らを用いて実際に電波環境を測り、
測定ノウハウもレクチャー。

例① 医療機関へ派遣

臨床工学技士の育成を目指す専門学
校等の教育機関へ、個別に専門家を
派遣し、講義を実施。

テレメータ等の無線機器がある場合、
それらを用いて実際にどのように管
理すべきか実践的に学習支援。

医療機関での電波利用に関する学会
等のイベントへ、個別に専門家を派
遣し、講演を実施。

電波環境協議会が策定した手引きや
動画、e-Learning教材等を積極的に
活用。

支援分野例：
電波の基礎、電磁波測定、
医療情報学、医療機器管理、
医用テレメータ、無線LAN、
建築ガイドライン等



ハンズオン支援 過去の派遣例

例① 医療機関へ派遣

例② 専門学校へ派遣

例③ イベントへ派遣

一部病棟で医用テレメータの電波環境が良くないとの相談があり、改善策等につ
いて臨床工学技士への指導希望を個別の病院から受け、専門家を派遣しまし
た。講義とともに実際にスペクトラムアナライザを用いた測定実習を行いました。

看護師・准看護師を目指す専門学校生に、医療機関における安心・安全な電
波利用について理解していただくため、専門家を講師として派遣し講義を行いま
した。

臨床工学技士会から会合での講演依頼があり、医療機関における電波利用の
推進と問題点について理解を深めていただくため、医用テレメータの電波管理シ
ステムや電波障害とその対策を中心に、専門家が講演を行いました。



ハンズオン支援 申込要領

○ハンズオン支援申込必要事項（例）

主催者及び責任者 主催：○○病院 責任者：○○課 ○○ ○○
連絡先：メールアドレス及び電話番号

開催希望日時 令和○年○月○日（○）○○：○○～○○：○○ ※複数希望日の記載可
開催方法 ①訪問型 ②WEB会議型

※ ・複数選択が可能です。
 ・訪問型を希望される場合、開催場所の施設名及び住所を記載してください。

希望する支援
（講演）の内容

例 ・医用テレメーター等の電波を利用した医療機器の管理方法に関する勉強会
 ・病院内における電波利用の課題に対する改善策の提案
 ・病院内における電波環境の測定 など、できるだけ具体的に記載してください。

質問事項 質問事項があれば記載してください。

○申込方法など ・開催希望日のおおよそ２か月前までに、上記の必要事項を記載したメールを下記メールアドレスに
 送信してください。
・ハンズオン支援の費用（講師の旅費及び謝金）は総務省が負担します。
・予算事情により、支援が困難な場合もありますが、まずはお気軽にご相談ください。

○申込、問合せ先 総務省北海道総合通信局電波監理部電波利用環境課内
「北海道の医療機関における電波利用推進協議会」事務局
電話：０１１ー７０９ー２３１１（内線：４７４５）
メール：denjikankyo-hokkaido_atmark_soumu.go.jp
※スパムメール対策のため、「＠」を「_atmark_」と表示していますので、送信時に変更願います。


